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学校だより
大きな成果を上げた２学期

２学期も残すところ後わずかです。２２日が終業式、２３日から１月７日まで冬休みです。

２学期の大きな成果は、何といっても無遅刻連続日数で１００日を達成したことです。歴代の生

徒会がずっと目標としてきて、達成することができなかった「１００日」を達成したことです。

「時間に遅れない」ということは、いわば当たり前のことです。しかし、こうした当たり前のこ

とを当たり前にずっと続けることは極めて難しいことです。人が驚くような「すごいこと」をする

のもなかなか出来ないことですが、それ以上に出来ないのが、この「当たり前のことを当たり前に

続ける」ということです。こういう意味で、今年の生徒会はすごいのです。現在も無遅刻は続いて

います。次の目標は１５０日！これが出来たらすごいですね。

また、夏井祭を初め２学期のいろいろな行事もしっかりと成功させてきました。これらのことに

自信を持って、３学期は生徒会活動を仕上げてほしいと思っています。

１００日達成記念のミニ集会で！

１，２年生の思春期講座開催
１２月２日に本校体育館で開きました。

生命誕生の仕組みを知るとともに、命の大切さや自分が

かけがえのない存在であることを知るために行いました。

講師は、磐城共立病院の助産師さんです。

映像資料や体験器具なども用意されていて、とても分か

りやすく、生徒たちは、妊婦さんの大変さや命の大切さを改

めて実感していました。

＜生徒感想＞

命の大切さについて学習して、妊婦さんのつらさや､自分や周りの人の命は大切なことを改

めて考えることが出来ました。

妊婦体験



ワンプロカードを使って取り組んだワンコ

インプロジェクトが終了しました。全校の達

成率は６５％です。

ワンプロカードは、一人ひとりが自分の生

活を向上させる目標を書いたカードですから、

目標を達成し､生活を向上させた生徒が６５％

ということです。高いか低いかは、判断しづ

らい数字ですが、学年別で見ると、１年生は

ほぼ全員が達成し、逆に３年生は、半数に満

たない状況です。生徒会活動を牽引する学年

としては、物足りない数字と考えます。

今回の取り組みでは、本校の募金目標、８６，５０

０円には達しませんでした。そこで、生徒会として、

冬休みの生活で、第２弾のワンプロカード作戦に取り

組む予定です。３年生は、受験で大変なことは十分に

分かりますので、「受験に向けた目標を掲げ、その達成を目指すということを通じて、ぜひ、目標

達成を目指してほしいと思います。

達成率６５％
ワンコインスクールプロジェクトの取り組み

学年別達成状況

生徒数 達成者数 達成率

１年生 ５２人 ４９人 ９４％

２年生 ４９人 ３２人 ６５％

３年生 ７１人 ３１人 ４４％

募金目標を達成しよう！

３年生制服着こなし講座開催
１２月１６日、視聴覚室で行いました。講師は、トンボ学生服の坂

本先生です。トンボ学生服では、売るとともに、マナーを知ってスマ

ートに衣服を着こなしてほしいという考えから、全国でこうした着こ

なし講座を開催しています。

「人は９割が見た目で判断される」といわれます。衣服にはフォーマル

とインフォーマルの違いがあり、状況にあわせ、スマートに着こなせるこ

とが、社会で自分が評価される上でとても重要となっています。

制服はフォーマルな衣服です。着崩しは自分とともに学校をも汚す

ことになります。特に３年生は、これから受験に臨みますので、見た目で失敗することがないよ

う学んだことを生かしてほしいと思っています。

私立高校願書提出
３年生は今月、私立高校の願書を提出しま

した。県内外８校に専願、併願合わせて３４

人が受験します。試験は、早い生徒で今月か

ら始まります。また、県立Ⅰ期受験予定生徒

（５１名）の指導が始まっています。

授業力向上目指して！
学力向上のためには、先生方の授業力向上

が不可欠です。そこで、１２月に英語と数学

の校内授業研究を行いました。

英語は、小中連携事業を兼ねて、２校の小

学校の先生方も参加されました。


